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ヨセフは父に言った。「お父さん、そうではありません。こちらが長男ですから、右手は

こちらの頭の上に置いてください。」しかし父は拒んで言った。「分かっている。息子よ、

分かっている。この子もまた一つの民となり、大きくなるであろう。しかし弟のほうが彼

よりも大きくなり、その子孫は国々に満ちるものとなる。(創世記 48 章 18 節～19 節) 

 

ヤコブは、死ぬ日が近づいた時、息子ヨセフに、自分の亡骸を先祖の墓に葬ってほしい

と頼んだ。ヨセフは「お言葉どおりにいたします」と誓った。更に、ヤコブが死の床につ

いた時、ヨセフは二人の息子マナセとエフライムを連れて見舞った。ヤコブは二人の孫を

自分の子どもにしたいと願っている。この願いもヨセフは受け入れている。 

ヤコブは、ヨセフの子らを見て、「この子らは誰か」と聞くと、ヨセフは、「神がここで

私に授けてくださった息子たちです」と答えた。ヤコブは、「私のもとに連れて来なさい。

子どもたちを祝福しよう」と言った。彼は老齢のため、目がかすんで見えなくなっていた。

ヨセフが二人の息子を父のもとに近寄せると、口づけをして抱き締め、ヨセフに、「お前の

顔を見ることができるとは思わなかったのに、こうして、神はお前の子どもまで見させて

くださった」と言った。ヨセフは、子どもたちを父の膝から離し、顔を地に付けてひれ伏

した。彼もまた、二人の子どもを祖父に会わせる時が来るとは思わなかったであろう。 

ヨセフは二人の息子のうち、エフライムを右手でヤコブの左側に、マナセを左手でヤコ

ブの右側に向かわせて近寄らせた。ところが、ヤコブは右手を伸ばし、エフライムの頭の

上に置き、左手をマナセの頭の上に置いた。マナセが長男であるのに、ヤコブは手を交差

させて、次男エフライムの頭の上に右手を置いて祈った。「父祖アブラハムとイサクが／そ

の御前に歩んだ神よ／今日に至るまで／生涯を通して私の牧者であられた神よ／あらゆる

災いから私を贖われた御使いよ／この子どもたちを祝福してください。私の名と、父祖ア

ブラハムとイサクの名が／子どもたちによって呼び続けられますように。子どもたちがこ

の地上に／増え広がりますように。」ヤコブは、アブラハム、イサク、そして私を導き、苦

しみから救ってくださった神から二人の孫にも豊かな祝福があり、一族の名が子どもたち

によって呼び続けられ、孫たちの子孫が増え広がるようにと祝福を祈った。 

ヨセフは、父が右手をエフライムの頭の上に置いているのを見て、間違っていると思い、

父の手を掴んで、エフライムの頭からマナセの頭に移そうとした。そして父に、「お父さん、

そうではありません。こちらが長男ですから、右手はこちらの頭の上に置いてください」

と言った。すると父は拒んで、「分かっている。息子よ、分かっている。この子もまた一つ

の民となり、大きくなるであろう。しかし弟のほうが彼よりも大きくなり、その子孫は国々

に満ちるものとなる」と言った。聖書には、「神の右の御手」としばしば書いているように

「右」は祝福の方角を指している。神の祝福は、イスラエルの伝統では当然、長男マナセ

が受けるべきものであったが、ヤコブは、弟のエフライムの頭に右手を置いて、彼の方が

優先的に祝福に与るとした。ヤコブ自身が次男であったが、兄エサウから祝福を奪い取っ

た。同じように、弟が兄よりも大きくなると祝福したのである。これは、（南）ユダと（北）

イスラエルに分裂した時、エフライム族がイスラエルを代表する大きな民族となったこと

を暗示している。ヤコブは、エフライムをマナセの先に置き、祝福した。そして、神は先

祖の地に連れ戻してくださると出エジプトを預言している。 


